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（第２号様式）   
令和６年４月 17日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立新羽高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（11月９日実施） 

総合評価（３月 13日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新学習指導要
領に基づき、生
徒の状況やニー
ズに応じた教育
課程の編成、検
証及び改善に取
り組む。 
②組織的に授業
改善に取り組
み、意欲や目標
を持って主体的
に学び考える力
を育成する。 

①学習指導要領
を着実に実施す
るとともに、各
教科の特質を踏
まえて生徒の資
質・能力の育成
をはかる。 
②教員相互の日
常的な学び合い
を通して授業力
を高めるととも
に、引き続き課
題解決能力を伸
ばすための授業
実 践 に 取 り 組
む。ＩＣＴの利
活用を進めなが
ら 、 生 徒 の 興
味・関心を引き
出し、生徒が主
体的に学び考え
る授業づくりに
学校全体で取り
組む。 

①選択科目説明
会や面談等を通
して、生徒の状
況や進路に応じ
た科目選択がで
きるよう、一人
ひとり丁寧な支
援を行う。 
②授業見学ワー
クシートの改良
や、授業公開月
間の設定など、
教員同士が日常
的に学び合える
仕組みや文化を
整える。課題解
決力を伸ばすた
めの授業につい
て、教科の枠を
超えた研究にも
取り組み、情報
を共有しながら
組織的な研究体
制を構築する。 

①生徒が選択
科目を選ぶ際
に進路に応じ
た選択ができ
たか。 
②教員同士の
日常的な学び
合いが増えた
か。 
授業研究会へ
の実施など、
年間を通した
授業研究体制
が確立できた
か。 
②授業担当者
が生徒の学習
の様子への理
解を深めると
ともに、生徒
が主体的に学
び考える授業
を実践できた
か。 

①１、２学年で選択
科目説明会を実施す
るとともに、担任を
中心として一人ひと
りに応じた科目選択
を支援することがで
きた。 
②前期の授業公開月
間では、教員同士の
授業見学をあまり活
性化することができ
なかった。８月の教
員対象研修会事後ア
ンケートでは、全項
目で８割以上の教員
が「やや当てはま
る」以上の回答をし
ており、学習者に着
目するという研修の
意図が一定程度達成
された。 

①科目選択の前段階
から、生徒が進路や
生き方の展望を持て
るよう、総合的な探
究の時間を中心に学
習の機会を設ける。 
②後期授業公開月間
では、ワークシート
の記入と提出を最低
1 度行うことを周知
し、参観を行う動機
づけとする。８月の
教員対象研修会事後
アンケートでは、学
習者の学びだけでな
く、教員の教えの側
面に関する研修を求
める声もあった。次
回の公開授業研究会
での協議においてこ
の視点も導入する。 

・自分の高校時代、先
生が黒板にチョークで
書いて生徒は一生懸命
写していたが、本日、
授業を見て、各教室に
モニターがあり、ICT
を駆使した授業が行わ
れていて感心した。 
・家庭科の授業でレシ
ピを吊り下げ式にして
あって、メモができる
など工夫があった。フ
ードデザインでヘクセ
ンハウスに取り組んで
おり、その方面に進路
を決めている生徒もそ
うでない生徒もおり、
進路に応じて選択科目
を選ぶだけでなく、人
生の余暇として多様な
学習が展開されていて
よいと思った。 

①１、２学年において選択科目
説明会を実施し、本校の設置科
目の特徴や自身の適性を踏まえ
た科目選択をおこなうよう一人
ひとりに支援することができ
た。一方で、生徒が進路や生き
方といった、より長期的な見通
しをもって科目選択ができるよ
うにしていくことが課題であ
る。 
②後期授業公開月間では、ワー
クシートの記入と提出を最低 1
度行うことを周知したことで、
前期と比較して授業観察の実施
率が向上した。11月の教員対象
研修会事後アンケートでは、授
業観察において学習者に着目す
ることの意義が一定程度共有さ
れた一方、教科の視点から議論
を深め、より具体的に授業に還
元していくことを求める声もあ
った。また、一人一台端末の効
果的な活用を進めていくことも
課題である。 

①科目選択の前後を通じて、生
徒が進路や生き方といった長期
的な視点から将来の展望を深め
ることができるよう、総合的な
探究の時間を中心に、学年・教
科と連携して学習の機会を設け
る。各教科の授業においてその
科目を学ぶ意義や社会とのつな
がりを伝えていけるよう学校全
体で取り組む。 
②次年度の校内授業研究では、
授業観察において学習者の学び
の様子に着目するという過去２
年間の取組を継承しつつ、教科
としての授業力の向上や授業の
より具体的な場面に還元してい
くことに資するような研修会を
企画・実施し、その成果を検証
していく。一人一台端末の効果
的な活用に向けて、グループ間
で連携し、学校全体で取組を進
めていく。両者に関して、外部
の専門家と協働し、充実した校
内研究を実施する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①新羽生として
の自立と自律を
促し、誇りと自
覚及び積極的で
能動的な態度を
持つ生徒を育成
する。 
②生徒がルー
ル・マナーなど
社会規範を遵守
する意識を持
ち、安全かつ安
心して学べる学
校づくりを推進
する。 

①昨年度から行
事を発展させ
る。 
①学校での活動
を活発化するた
め、部活動加入
率 50％を目標に
体制を整える。 
②生徒の自己管
理能力を高め、
安心・安全な学
校生活と、希望
する進路の実現
につながる生徒
支援・指導を実
施する。 

①コロナ化のた
め実施できてい
なかったことを
整理し、実施可
能か検討する。 
①１学年と連携
して部活動紹介
や見学をなどの
勧誘活動を積極
的に行う。中学
校対象の部活動
見 学 を 実 施 す
る。 
②学校生活にお
けるルールやマ
ナー等の周知徹
底をおこなう。
職員の指導力向
上を進め、生徒
ひとり一人に丁
寧な支援と指導
を実施する。 

①行事におい
て昨年度実施
できていなか
ったか活動が
できたか。 
①１年生の部
活動加入率が
昨年度より上
がったか。 
②特別指導件
数及び交通違
反･事故件数
が昨年度より
も 減 少 し た
か。また、外
部からの指導
に関する情報
提供や苦情が
減少したか。 

①体育祭では色別対
抗や応援パフォーマ
ンス、文化祭では調
理団体を復活させる
ことができた。 
①１学年の部活動加
入率が４割に達せ
ず、全学年の加入率
も低下してしまっ
た。夏季休業中に中
学生対象の部活動体
験を実施し 74 名の
中学生が参加した。
②生徒に対し丁寧な
指導を実施した。特
別指導件数は減少し
ていない。 

①コロナ以前に戻す
のではなく、より良
い行事にするために
何をすべきかを検討
する 
①中学生には学校Ｈ
Ｐなどを通じて部活
動をアピールし、新
入生には４月の部活
動勧誘を活発化し、
入部を促していく。 
②生徒ひとり一人に
丁寧な支援と指導を
実施を辛抱強く更に
進める。問題行動の
実態をより正確に把
握する。 

①新羽のサマーフェス
ティバルでダンス部が
オープニングイベント
に出てくれた。 
①町内会で鶴見川の清
掃を行っているが、そ
こに高校生も協力して
もらえないかという依
頼があった。そのため
生徒から参加者を募集
し、12 月 10 日（日）
の南町内会の鶴見川清
掃の活動に７名が参加
した。 
①チケット制になり、
コロナ対応されている
と感じた。コロナが５
類に移行しても盗撮被
害防止など管理体制が
大変だと思う。 

①体育祭では色別対抗や応援パ
フォーマンス、文化祭では調理
団体を復活させることができ
た。今後はその内容を充実させ
ていくことが課題である。 
①１学年の部活動加入率が４割
に達せず、全学年の加入率も低
下してしまった。夏季休業中に
中学生対象の部活動体験を実施
し 74名の中学生が参加した。 
②生徒に対し丁寧な指導を実施
した。朝の校門指導、巡回、頭
髪、服装等、前年度と比較して
丁寧な指導を実施できた。特別
指導件数、交通事故件数は減少
していない。スマートフォン等
の通信機器を介した SNS の利用
による退陣トラブルが増大して
おりこれまで以上の対応が必
要。 

①行事については、実行委員と
の話し合いを早めに実施し、他
校の実施状況を参考にしながら
計画を立てる。 
①次年度においては女子生徒の
割合が多くなるため、文化部の
活動を盛んにし、運動部への入
部を積極的に促して入部率を上
げていきたい。 
②これまでの指導を継続しつ
つ、増加傾向にあるスマートフ
ォンの利用及び、SNS 関係のト
ラブル、問題行動について指導
を全学年に継続的に指導をおこ
なう。交通安全指導においても
引き続き交通ルール・マナーを
守るための指導を実施する。 

３ 進路指導・支援 

①激動する現代
に適応できる人
材の育成を図
る。 
②生徒が目標を
持ち、基礎的・

①生徒の希望に
合った進路の実
現を図る。 
 
②授業やガイダ
ンスなどを効果

①進路希望調査
や分野別ガイダ
ンスを実施し、
生徒の希望の把
握とその実現に
向けた指導を行

① 生 徒 自 身
が、希望に沿
った進路実現
を果たすこと
ができたか。 
①インターン

①県主催のインター
ンシップに 12 人参
加し、進路選択の参
考とすることができ
た。 
①全職員による面接

①インターンシップ
への参加者が昨年に
比べて減った。イン
ターンシップの意義
等を説明しながら参
加を促していく。 

・10 月 10 日に１年生
全員が神奈川大学で特
別講義を受けていただ
いた。大学側も目指し
たい大学づくりをして
いきたい。 

①進路希望調査や分野別ガイダ
ンスを計画的に実施することが
できた。また、総合型選抜で受
検する生徒が増え、主体的に進
路の決定をする生徒が多く、就
職希望者も全員が就職すること

①各教科や他グループとの連携
を図り、進路支援を学校全体で
取り組む。一人ひとりの進路希
望を把握し、進路意識の向上
と、進路実現に向けた進路活動
が主体的にできるよう促してい



 

 

汎用的能力の育
成を通して、希
望する進路を実
現する意識の向
上を図る。 

的に活用する。 う。夏休みのイ
ンターンシップ
や面接練習に積
極的に参加させ
る。 
②授業やガイダン
スなどを工夫し、
自己実現に向けた
目標の設定を行わ
せる。 

シップや面接
練習に参加す
ることができ
たか。 
 
②生徒が自己
実現に向けた
目標設定をす
ることができ
たか。 

練習や、業者による
面接練習を実施する
ことができた。 
②「総合的な探究の
時間」を活用して進
路希望に応じた分野
別ガイダンス・学校
別ガイダンスを実施
した。 

①業者による面接練
習への参加者が昨年
に比べて少なかっ
た。個別に面接練習
をする生徒も多いた
め、活用するように
促していく。 
②ガイダンスの目的
や意義をしっかりと
生徒と共有した上
で、時期や回数等も
検討して実施した
い。 

・理系の学部・学科が
多様で細かく、高校生
にはそれがどんな学問
なのかわかりにくく進
学先として選択しにく
いと聞いている。 

ができた。生徒一人一人の希望
に合った進路の実現ができた。
一方、進路未決定者をゼロにす
ることができなかったことは課
題である。 
②ガイダンスや校内模試（基礎
力診断テスト等）を通して目標
設定を行うことができた。しか
し、目標設定が妥当であるか、
目標の達成のために何をするべ
きかという具体的な手立てまで
考えられるようにしていくこと
が課題である。 

く。進路室を整備し、生徒が活
用できるようにする。 
 
②計画的にガイダンスを実施
し、教科・学年との連携を図り
ながら、就職指導等のサポート
体制も継続していく。校内模試
（スタディサポートテスト）を
活用し、目標や目的を持って進
路決定ができるように指導して
いく。 

４ 地域等との協働 

地域に開かれた
学校づくりをい
っそう推進する
とともに、学校
行事等の発信等
を通じて、地域
から信頼される
学校づくりを強
化する。 

本校の進むべき
道を生徒との日
常生活を通して
目指すことやで
きることを客観
的に捉え、中学
生や地域住民へ
発信していく。
その発信には学
校連絡協議会を
通じて更なる理
解と協力を目指
す。 

各グループの年
間目標をより明
確化し具体化を
目指すことで、
生徒自身の目標
の 明 確 化 を 図
り、学校説明会
や各種説明会に
おいて多種多様
の資料を持って
発信する。ＩＣ
Ｔ と 連 携 を 取
り、中学生の求
めている情報を
提供する。 

本校の情報を
伝えることが
出来たか。中
学生や新入生
の意見を集約
し、本校へ求
めている高校
像を明確にし
ていくことが
出来たか。 

説明会資料のデジタ
ル化を進め、より明
確に、視覚に訴える
こともできるように
した。校舎内を自由
に観覧できるように
工夫した。また、説
明会等昨年までの模
擬授業や部活動体験
型の説明会を再考
し、一人でも多くの
中学生や保護者が来
校できるように変更
した。 

限られた教員や部活
動生徒の協力があっ
て当日の運営ができ
てはいるが、学校全
体として、学校運営
に積極的性欲しい。 
実施時期によって、
準備に十分な時間が
取れないことが気に
なった。 

・この数年、新羽高校
の募集については 1.2
～1.3 倍の倍率を推移
している。10月の学校
説明会も 300 組の申込
があり、人気は衰えて
いない。 

新羽地区での交流が復活し、地
区における本校の役割が改めて
明確になった。しかし、時期的
な問題もあり、限られた部活動
の参加が残念である。 
学校説明会を夏季休業中５回。
秋季に２回行い、いずれも多数
の参加者があり、結果的に今年
度の募集倍率も 1.2 倍を超え
た。 
来年度は、２学期より体育館改
修が始まるため、学校説明会の
工夫が求められる。 

高校の在りようによって、地域
との関りがどうしても薄くなり
がちではあるが、地域を大切に
する。交流を図ることがコロナ
禍が明けてから一層重要である
と考える。学校全体で行事や授
業や部活動の積極的な交流が進
むことが必要だと考える。 
外部施設での説明会を早めに検
討し、体育館改修を逆手にとっ
て生徒募集に影響が少ないよう
に努力する。 
可能であれば、中学校や塾の先
生方を招いて学校説明会を実施
することも必要になってくる。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学習環境及び
生活環境の見直
しとさらなる整
備を目指す。 
②学校運営のさ
らなる効率化と
事故不祥事防止
に取り組む。 
 

①定期試験や成
績処理において
事故が起こらな
いような取り組
みをする。 
②昨年度の学校
環境の改善を受
け更なる環境改
善に留意する。 
②校内業務の
ICT化を推進
し、業務の削
減・効率化を進
める。 
②職員に対して
情報セキュリテ
ィの意識向上を
図る。 
②校内の ICT機
器を一括管理す
る。 

①試験問題作成
や、試験監督業務
での注意事項を事
前に喚起する。ま
た、成績処理につ
いて点検・確認手
順について徹底す
る。 
②コロナ禍から通
常の生活に戻り、
学校としてできる
消毒や清掃を続け
て意識させる。 
②職員１人１台端
末を導入する。 
②職員対象情報セ
キュリティ研修会
を行う。 
県のルールに従っ
て毎月の履行確認
を厳行し、ICT機
器の紛失を防ぐ。 

①事故を起こ
さない取組に
ついて成果が
見られたか。 
②校内業務の
ICT化を推進
し、業務の削
減・効率化を
進めることが
できたか。 
②職員対象情
報セキュリテ
ィ研修会を実
施し、職員の
意識向上を図
れたか。 
②県のルール
に従って毎月
の履行確認を
厳行し、ICT
機器の紛失を
防げたか。 

①試験期間に入る前
に『定期試験等にお
ける事故防止につい
て』を配付するとと
もに、試験実施日に
は毎朝、実施上の留
意事項や試験問題の
扱いについて注意を
喚起した。（学務
Ｇ） 
②これまで以上にト
イレや共有場所を定
期的に清掃をお願い
した。 
②全職員に１人１台
の端末を割振り,ICT
推進ｸﾞﾙｰﾌﾟが職員の
ICT 関連のｻﾎﾟｰﾄを
し,校内業務の ICT
化を推進している。 
②職員対象情報ｾｷｭﾘ
ﾃｨ研修会を実施し,
職員の意識向上を図
っている。 
②県のﾙｰﾙに従って,
毎月の履行確認を厳
行し,ICT機器の紛失
を防いでいる。 

①今後とも事故防止
に向けた取り組みを
継続する。（学務
Ｇ） 
②ごみの分別や公共
場所の使用マナーの
向上を検討したい。 
②職員用の端末が在
籍数の半分しか支給
されていなく,生徒
端末で対応している
が,今後は不足して
くるので、職員に１
人１台端末を割り振
れなくなる。 
②全体の意識は向上
しており、活用が活
発になれば、個々の
管理体制の強化を検
討。 
②県のルールに従っ
て,履行確認を現行
しており,引き続き
継続していく。 

・黒板しか使っていな
い授業とモニターを使
っている授業があり、
モニターを活用してい
る授業はコミュニケー
ションが活発だと感じ
た。生徒は授業に集中
いており、しゃべって
いても授業に関連のあ
る話で、コミュニケー
ション力が高まると感
じた。場面が変わった
り、テーマが変わって
もそちらに興味がいく
ので居眠りをしている
生徒はいなかった。 

①試験作成や監督業務において
事故が起らないよう『定期試験
等における事故防止について』
を配付したり、打合せでの周知
を徹底したりすることにより未
然に事故を抑えることができ
た。 
②成績処理について新成績処理
シートの更なる定着を図る。 
②全 HR 教室に Wi-Fi を設置し,
ネット接続環境を改善した。 
②全ての特別教室に大型モニタ
ーを設置し,授業の ICT 化を推
進した。 
②非常勤講師全員に校務用 PC
を貸出し,業務の効率化を推進
した。 
②Mark Scan の修正版を周知・
普及させて、採点業務の効率化
を推進した。 
②小会議室を整備し,ICT機器を
保管する部屋を確保し,ICT機器
の管理体制を確立した。 
②放送室・体育館放送室・視聴
覚室を整備し,新規購入した放
送機器・大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰを管理
した。 
②職員用の端末が在籍数の半分
しか支給されていなく,生徒端
末で対応しているが,生徒用端
末がﾘｰｽ切れに伴い,不足してく
ることが課題である。 

①事故防止に関してこれまでの
取組を継続するとともに、成績
処理に関してはミスを防止する
よう手順の点検・確認を徹底し
ていく。 
①トイレ清掃の問題を限られた
クラスや生徒の問題とせずに、
学校全体として取り組んでい
く。 
①外部施設活用の準備を早めに
行う。 
②生徒用端末がﾘｰｽ切れに伴い,
職員全員に割り振れなくなる
が,端末を買い取ることで不足
分を補う。 

 

 


